
横浜国立大学及び神奈川トヨタ自動車株式会社との連携により 

共創型コミュニティ交通のケーススタディを実施します 

令和 4(2022)年 3月に取りまとめました「コミュニティ交通の充実に向けた今後の取組」の推進に
あたり、「横浜国立大学との連携・協力に関する協定（平成 30(2018)年 1月締結）」及び「川崎市と
神奈川トヨタ自動車株式会社との地域モビリティサービスにおける連携・協力に関する協定（令和

4(2022)年８月に新たに締結）」に基づき、２地区にて地元協議会と連携した共創型コミュニティ交
通のケーススタディに取り組みます。また、ケーススタディは、本取組を支援、連携いただくサポー

ト・グループとともに実施してまいります。

【取組概要】 

１ ケーススタディの対象地区とテーマ 

①宮前区平地区  テーマ  ：医療機関との連携による持続可能な地域交通環境の構築

地元協議会：平・五所塚コミュニティー交通地域協議会

②麻生区片平地区 テーマ  ：福祉団体との連携による持続可能な地域交通環境の構築

地元協議会：片平地域コミュニティ交通推進協議会

２ 参加団体 

リーディング・グループ（協議会との連携により本取組を主導） 

横浜国立大学：利用実態調査・分析等、神奈川トヨタ自動車株式会社：車両貸与等

サポート・グループ（強みを生かして本取組を支援、検討状況に応じて徐々に拡大） 

・平地区 ：医療法人社団友愛会鎌田クリニック、有限会社パル・コーポレーション

JAセレサ川崎向丘支店、損害保険ジャパン株式会社
・片平地区：社会福祉法人一廣会かないばら苑、あさおサロン送迎等推進会議、

片平地域包括支援センター、損害保険ジャパン株式会社
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３ スケジュール 

 令和４年度   新制度を活用したトライアル運行による需要把握の深度化（秋頃運行開始予定）

 令和５年度以降 試験運行や仕組みづくりの検討などの社会実装に向けた取組の推進

問合せ先

川崎市まちづくり局交通政策室 藤野

電話 ０４４－２００－２７６２

横浜国立大学 学長室 広報・渉外係

  電話 ０４５－３３９－３０２７

 神奈川トヨタ自動車株式会社 渉外広報部

電話 ０４５－４５９－２０５０


